
建築概要建築概要建築概要建築概要建築地　：札幌市西区構造規模：RC造一部S造　　　　　４階建、塔屋１階延床面積：３,８０２　㎡建物を運用するＭＯＡインターナショナルは「自然農法・自然食」を実践し、「美術文化」に親しむことで健康な体と精神が培われ、暮らしよい社会が実現されると考える人々の団体である。今回の施設はこの考えを啓蒙するための拠点施設で、視覚的な開放性と環境に対する負荷の低減そして自然エネルギーの積極的な利用を求められた。　　これに対し我々は既存の環境負荷低減技術の導入のみならず、設備・構造を含めてまとまりある建築とするべくトータルのデザインを行った。ⅠⅠⅠⅠ断熱障子による断熱障子による断熱障子による断熱障子による光と熱のコントロール光と熱のコントロール光と熱のコントロール光と熱のコントロール開放性と断熱性を両立させる為に新しい外皮システムとして、従来の障子に空気層を持たせることで高い断熱性能を付与した新開発の障子＝断熱障子を全面的に導入した。障子は庇や畳と共に日本家屋のインテリアを構成するのに欠かせない要素であり、温熱環境の調整や日本独特の室内空間を形作っている。通常は木と紙で造られる障子をアルミフレームとすることで大型化し、また強化和紙を二重にして空気層を設けることで断熱性能を大幅に向上させた（熱貫流率１（熱貫流率１（熱貫流率１（熱貫流率１....２９２９２９２９　　　　W/W/W/W/㎡㎡㎡㎡KKKK））））。これにより夜間の熱損失の低減を実現した。いままで家屋での使用にとどまっていた障子を公共施設での利用を可能とすると共に、コスト面での負担が少ないこと（ブラインドを下回る価格）と、一般品の組み合わせにより高い汎用性を得ている。また和紙を通した直射日光の拡散により、人工照明使用率も大幅に低減できた。照明エネルギー消費係数照明エネルギー消費係数照明エネルギー消費係数照明エネルギー消費係数（CEC/L)　　－－－－65 65 65 65 ％％％％　・事務所用途基準　　　　 2,073　GJ/年　・MOA年間実績　　　　 　720　GJ/年空調エネルギー消費係数空調エネルギー消費係数空調エネルギー消費係数空調エネルギー消費係数（CEC/AC)　－18 18 18 18 ％％％％　・事務所用途基準　　　　2,121　GJ/年　・MOA年間実績　　　　 1,732　GJ/年 実績基準基準 計算値
空調吹き出し口空調吹き出し口空調吹き出し口空調吹き出し口（アンダーフロア空調）（アンダーフロア空調）（アンダーフロア空調）（アンダーフロア空調）

断熱障子断熱障子断熱障子断熱障子（３枚引き込み））（３枚引き込み））（３枚引き込み））（３枚引き込み））
ペリメータ部
LOWLOWLOWLOW----EEEEペアペアペアペア（空気層１２ｍｍ）（空気層１２ｍｍ）（空気層１２ｍｍ）（空気層１２ｍｍ） 障子レール障子レール障子レール障子レール

断熱障子断熱障子断熱障子断熱障子庇（日射抑制）冬季直射光(札幌市;N43) 夏季4200mm LOW-Eペアガラス750mm
FLコンクリートRA室内熱損失の低減 CH2850mm自然光の拡散 空調空気FLコンクリートペリメータ部：断面図 ギャラリー：障子を開くと開放性の高い空間となる-10-50510152025 17:00 18:00 19:00 20:00 21:00 22:00 23:00 0:00 1:00 2:00 3:00 4:00 5:00 6:00 7:00 8:00 9:00 10:00 11:00 12:00 13:00 14:00 15:00 16:00 17:00

Shoji Opened on 24 Feb., 2008

室温降下　室温降下　室温降下　室温降下　8°°°°外気温T
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空調　OFF室内温度（ペリメータ）室内温度（室中央部）障子を開けたままにした室内温度の推移：　　夜間空調OFFで室内温度を測定障子を閉めた室内温度の推移：　　外気温が上表の計測時に比べて低いにもかわらず　　室内温度は４度高くなっている。-10-50510152025 17:00 18:00 19:00 20:00 21:00 22:00 23:00 0:00 1:00 2:00 3:00 4:00 5:00 6:00 7:00 8:00 9:00 10:00 11:00 12:00 13:00 14:00 15:00 16:00 17:00
Shoji Closed on 25 Feb., 2008

室温降下　室温降下　室温降下　室温降下　4°°°°外気温室内温度（ペリメータ）
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空調　OFF室内温度（室中央部）

モックアップによる検証
断熱障子姿図

強化和紙（タフトップ）両面貼り下地：木製アルミフレーム吊り構造　　　空気層19ｍｍ

内観：障子クローズ 外観：障子オープン

建築物の環境品質・性能（Q） 建築物の環境負荷（L)
Q  建築物の環境品質・性能（居住環境のアメニティを向上させる性能評価）

LR　建築物の環境負荷低減性Q1 室内環境
Evaluation scores:SQ1 3.8

Q2 サービス性能 Q3 室外環境（敷地内）
SQ2 3.4 SQ3 3.8音環境 音熱環境 設備システム効率化 空気質環境 機能性 耐用性信頼性 対応性更新性 生物環境 街並み景観 地域性アメニティLR3　敷地外環境LR2　資源、マテリアルLR1 エネルギー

Evaluation scores:  SLR1  4.0 SLR2   3.2 SLR3  3.6設備システム効率化建物の熱負荷 自然エネルギー 効率的運用 水資源保護 低環境負荷材 大気汚染 騒音振動悪臭 風害日照阻害 光害 ヒートアイランド地域インフラ負荷

MOAMOAMOAMOA一般事務所 建　設　時建　設　時建　設　時建　設　時改　修・修　繕・運　用改　修・修　繕・運　用改　修・修　繕・運　用改　修・修　繕・運　用　　　　 運　用　時運　用　時運　用　時運　用　時－－－－34%（kg-CO2 /year/m2）LCCO2　シミュレーションOperation

自然光居　室 耐震壁
断熱障子断熱障子断熱障子断熱障子LOW-Eペアガラス

アプローチ：地中採熱ヒートポンプによるロードヒーティング
地中採熱管(長さ９０ｍ、８本） ルーフバルコニー（２階屋根）自然換気 自然換気

　 外気取り入れ口外気取り入れ口外気取り入れ口外気取り入れ口
90ｍｍｍｍ地中採熱管地中採熱管地中採熱管地中採熱管ロードヒーティングロードヒーティングロードヒーティングロードヒーティング アンダーフロア空調アンダーフロア空調アンダーフロア空調アンダーフロア空調エントランス 駐車場渡り廊下渡り廊下渡り廊下渡り廊下渡り廊下渡り廊下渡り廊下渡り廊下 中庭 ヒート＆クールチューブヒート＆クールチューブヒート＆クールチューブヒート＆クールチューブギャラリー断面図

アプローチ外観：障子オープン

２階平面図 雨水雨水雨水雨水
雨水貯留タンク雨水貯留タンク雨水貯留タンク雨水貯留タンク 緊急排水漕緊急排水漕緊急排水漕緊急排水漕

CASBEE　SAPPOROによる評価

ヒート＆クールチューブ外気取り入れ口

断熱障子／日本の伝統建具のリファイン　　　　　　　　　　　断熱障子／日本の伝統建具のリファイン　　　　　　　　　　　断熱障子／日本の伝統建具のリファイン　　　　　　　　　　　断熱障子／日本の伝統建具のリファイン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　株式会社　竹中工務店株式会社　竹中工務店株式会社　竹中工務店株式会社　竹中工務店

クール＆ヒートチューブによる定温空気の供給：　　外気温（入口温度）と室内取入温度の変化を測定。　　外気温の変動の影響が小さく安定した温度の空気を供給できている。Date
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℃)
Daily average near Ctu outlet 

Daily average outside air temperature

供給側温度外気温

ⅡⅡⅡⅡ機能に従った機能に従った機能に従った機能に従った架構形式と開口部のデザイン架構形式と開口部のデザイン架構形式と開口部のデザイン架構形式と開口部のデザイン道路側を全面的に開放的なデザインとする一方、隣地住戸側はプライバシーへの配慮と熱負荷の低減のため開口部を絞り、ここを耐震壁とすることで架構のバランスをとった。また躯体形状を梁のないフラットスラブとし、スペースに無駄の無い天井裏レターンダクトを実現した。ダクトルートの変更を含めレイアウト変更を容易とし、建物の維持・更新性を向上させている。これらによりデザインと架構が統合したト－タルデザインを実現させた。
ⅢⅢⅢⅢその他の環境負荷低減技術その他の環境負荷低減技術その他の環境負荷低減技術その他の環境負荷低減技術１．雨水利用１．雨水利用１．雨水利用１．雨水利用　　雨水を地下の貯留タンクに貯め、便所　　の洗浄水に再利用している。　上水利用率　上水利用率　上水利用率　上水利用率　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－－－－29.5 29.5 29.5 29.5 %%%%　　　雨水を貯水し便所の洗浄水に利用　　　雨水利用量／洗浄水総使用量=　640/2,168　 t 　　　　　　　　　　　　　　　　= 　－29.5 　%２．地中採熱ヒートポンプ２．地中採熱ヒートポンプ２．地中採熱ヒートポンプ２．地中採熱ヒートポンプ　　地下９０ｍまで埋設された地中採熱管　　を通した水をヒートポンプで加温し、　　アプローチのロードヒーティングに利　　用。電気で直接ヒーティングするのに　　比べ使用消費電力を１/４に抑えた。３．地中熱利用クール３．地中熱利用クール３．地中熱利用クール３．地中熱利用クール＆＆＆＆ヒートチューブヒートチューブヒートチューブヒートチューブ　　年間を通して１７°前後で安定した地　　中温度を利用し、地中２ｍに設置した　　ビニル管に外気を通したのちに取り込　　み、空調負荷を低減。地中熱の取りす　　ぎによる凍上害を避ける為に、人口密　　度の高い２階事務室に導入した。　　
４．アンダーフロア空調４．アンダーフロア空調４．アンダーフロア空調４．アンダーフロア空調　　ギャラリーや事務室などの大部屋に採　　用し、室内の上下温度差を小さくする　　ことで熱環境の向上と省エネルギーを　　図った。　年間熱負荷係数　年間熱負荷係数　年間熱負荷係数　年間熱負荷係数（PAL） 　　　　－－－－13 13 13 13 ％％％％　　・事務所用途基準値　300　MJ/m2・年　　・MOA計算値　　　 261　MJ/m2・年５．災害時対応の緊急排水漕５．災害時対応の緊急排水漕５．災害時対応の緊急排水漕５．災害時対応の緊急排水漕　　地震時などに都市排水が使えなくなっ　　た場合の緊急排水漕を設け、災害時に　　は救援活動の拠点となることを想定し　　ている。６．６．６．６．LCCOLCCOLCCOLCCO2222　　　　　　　　これらの環境負荷低減技術により建物　　からの二酸化炭素排出量の想定量は、　　一般事務所に比べ３４％低減できた。Ⅳ　Ⅳ　Ⅳ　Ⅳ　CASBEECASBEECASBEECASBEE　　　　SAPPOROSAPPOROSAPPOROSAPPORO　　国交省CASBEEを寒冷地向けに重み　　付けを修正した寒冷地版CASBEEに　　よる評価でAランク（BEE＝2.0）。

南側ルーフバルコニー、渡り廊下
自然光：南

第第第第７７７７回回回回　　　　環環環環境境境境・・・・設設設設備備備備デデデデザザザザイイイインンンン賞賞賞賞

MOAMOAMOAMOAArthallArthallArthallArthall建設時 13.85 13.8513.8513.8513.85改修・修繕・解体 20.67 20.6720.6720.6720.67運用 108.98 59.859.859.859.8LCCO2　合計 143.5 94.3294.3294.3294.32％ 100　％ 66　％66　％66　％66　％参照値 （kg-CO2 /year/m2）（kg-CO2 /year/m2）（kg-CO2 /year/m2）（kg-CO2 /year/m2）アンダーフロア空調システムダイアグラム全熱交換器office EHP 室外機空調床吹出フリーアクセスフロア 室内機 クール＆ヒートチューブ

01審美感 02調和性03独創性04象徴性05完成度06機能性07効率性08利便性09安全性10先導性11環境負荷12資源消費13地域環境性14ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙ性15先進性16ｲﾆｼｬﾙｺｽﾄ17ｴﾈﾙｷﾞｰｺｽﾄ18維持管理19耐久性20ＬＣＣＡ.感性軸（造形）Form Ｂ.機能軸（技術）TechnologyＣ.社会軸（環境）Environment Ｄ.経済軸（LCC）Life Cycle CostⅤⅤⅤⅤ環境・設備デザイン評価表環境・設備デザイン評価表環境・設備デザイン評価表環境・設備デザイン評価表

障子クローズ

□評価項目 普通 優れている 卓越している 小計０ ＋１ ＋２
・汎用性のあるシステムを採用しており、断熱障子に関しては使用者によるメンテナンス（紙の張替え）が可能である。・フラットスラブの採用による室内機能の更新に対する高いフレキシビリティを実現させている。・断熱障子はブラインドと同等のコストで導入可能。・空調エネルギーの低減と人工照明使用率の低減においてブラインドを上回る効果を得られた。・自然エネルギー（雨水、地中熱、自然光）の利用によりランニングコストの低減が図られた。・万人に受け入れられるデザインモチーフとして軒の深い庇や障子を利用した。・食堂は自然食のみのメニューとしている。・引渡し後にランニングコストの追跡調査を行い、計画以上の効果を得られていることを実証した。・室内照明がそのまま外観のライトアップになり、夜の長い寒冷地の街並みに柔かな光の演出をねらった。・ギャラリー、茶室、カフェ、クリニック、オフィスという様々 の要求機能を十分に満足させつつ、梁のない構造を採用　することで将来の用途変更が可能な高いフレキシビリティを実現している。・用途変更に容易に対応できる梁の無い構造体とした。・ゴムタイル、フローリング、紙など可能な限り自然素材を採用した。・屋根からの落雪を考慮して庇や緑地を配置し安全性に考慮した。・新開発の障子により、柔かなインテリア空間の創出と拡散光による人工照明使用率の低減を実現した。・外気導入とロードヒーティングに地熱の利用を、便所の洗浄水に雨水を利用し環境負荷を低減した。・鉄筋に電炉鋼を使用。・日本伝統の建具を現代に通用するものとしてリファインした。・環境負荷低減技術を前面に出しながら、奇抜さのないオーソドックスなデザインにまとめた。　また全面ガラスとしつつ表情のあるエクステリアデザインとした。・寒冷地であるため夜間の熱損失の防止に重点をおいた外皮システムの開発（＝断熱障子）をした。・開放性と環境負荷低減という相反する建築主要求を、ともに高いレベルで両立させている。・伝統的な建具である障子に着目し、断熱性能の高い現代的なスクリーンとして再生した。　表現されたユニークな施設とした。・様々 の機能と要求に対し建物配置、架構形式、設備システムを統合することで解決し、これらが全て外観に

☆☆Ｄ.経済軸（LCC）Life Cycle Cost ☆19耐久性20ＬＣＣ17ﾗﾝﾆﾝｸ゙ ｺｽﾄ18維持管理 ☆☆☆☆
□評価項目に対する設計者のデザイン意図□特に重視したデザイン視点☆☆☆☆ ・環境負荷低減技術である断熱障子を外観および内観のデザイン上のポイントとした。・ガラス面積が大きいが和紙やタイル（土）などの自然素材を用いた親しみやすいデザインとした。

1○ 22
06機能性

○ ○○ ○○○ 2○ 22○ 11
□自己評価欄

15先進性16ｲﾆｼｬﾙｺｽﾄ ○ 211環境負荷12資源消費13地域環境性14ﾕﾆﾊ゙ ｻーﾙ性 207効率性08利便性09安全性10先導性 ○○ ○ 2○ 211○ 2212○ ○ 2○○03独創性04象徴性05完成度01審美感02調和性 ・周辺の低層住宅になじむよう高さを抑え、かつ分棟配置とすることでボリューム感を抑えた計画とした。・隣地住宅側のプライバシーを考慮した開口部配置とし、架構形式（耐震壁）とリンクした建築計画とした。Ｃ.社会軸（環境）EnvironmentＢ.機能軸（技術）Technology ○ 2Ａ.感性軸（造形）Form

隣地住戸

外気取り入れ口

天井高さ　２天井高さ　２天井高さ　２天井高さ　２....５ｍ５ｍ５ｍ５ｍ梁ダクト通常のラーメン構造 フラットスラブ構造フラットスラブ構造フラットスラブ構造フラットスラブ構造天井高さ天井高さ天井高さ天井高さ ２２２２....８ｍ８ｍ８ｍ８ｍ天井高さを大きく取れる４,２ｍ レターンダクト

ＭＭＭＭＯＯＯＯＡＡＡＡアアアアーーーートトトトホホホホーーーールルルル北北北北海海海海道道道道


